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第３１回日本慢性期医療学会
超少子高齢化時代

と
慢性期医療

Well Beingを目指した予防と云う役割

•開催日 令和５年１０月１９、２０日

•開催場所 大阪国際会議場





はじめに

平成２８年２月２７、２８日に第３回慢性期リハビリテーション学

会で、「地域に活きる～徹底的な予防リハビリテーションに取り

組む～」をテーマに神戸で開催させて頂きました。

慢性期医療〜 Well Beingを目指した予防と云う役割〜」とし

て、再度予防に対する慢性期医療の向き合い方について皆様

方と共に考えていきたいと思います。

また、この度は

① 第１１回日本慢性期リハビリテーション学会 学会長 木下

祐介先生

②日本介護医療院協会セミナー 会長 鈴木隆太先生

③地域病病連携推進機構フォーラム 理事長 上西紀夫先生

と、同時併催になります
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Well Beingを目指した
予防と云う役割
３つのシンポジウム

① 感染・・・世界を震撼させたCovid-19にどう立

ち向かったのか、そしてこれから感染症に対

してWell Beingを目指すために我々慢性期

医療はどうあるべきなのか

② 栄養・・・食事と排泄が一体となってWell

Beingを目指したパフォーマンス向上対策に

ついて予防の視点から

③ 災害・・・震災や豪雨災害、さらに戦争まで、

自助と共助、地域の在り方と互助の必要性に

ついて
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感染症によって閉ざされた中、スタッフ数も少ない状況で如何にパフォーマンスが発揮できるか、

お互いしっかりと支えあう環境作り、その中でDX（Digital Transformation）化は

これからの時代に必要不可欠となります。また「日本と世界がどう違ったのか」振り返りも必要です

地域高齢者に向けて必要な栄養指導、何故必要なのか医療現場

の視点からも同様にDX化を含めWell Beingを目指した栄養管理

や食事提供、同時に排泄管理について触れていきたいと思います。

また、昨今震災や豪雨災害だけでなくウクライナロシア戦争や東アジア問題、テロなど、様々な災

害・危機が同時に多発的に起こる時代へと変わりつつあります。紛争地ウクライナでの活動報告や

震災、豪雨災害の振り返りからDXの活用に普及できればと考えています。

演者： 大嶋 玲子
介護老人保健施設大誠苑 看護
マネジャー

富家 隆樹 富家病院 理事長

山本 尚子
国際医療福祉大学 特任教授、前
WHO事務局長補

演者： 武久 洋三 博愛記念病院 理事長

利光 久美子
愛媛大学医学部附属病院栄養部
部長

西尾 俊治 南高井病院 院長

演者： 中村 正善
株式会社ＪＩＮＲＩＫＩ 代表取締役
社長

栗原 正紀
長崎リハビリテーション病院 理事
長

安藤 正夫 金上病院 理事長

木戸 保秀
松山リハビリテーション病院 理事
長



医療・介護イノベーション
DX化時代に求めるもの 

地域包括ケアシステムと地域共生・・・地域包括ケアシステ

ムの振り返りと医療・介護にこれから望まれるDX化を中心と

した改革を模索し、地域の包括的パフォーマンスを向上す

ることで患者様個々や、その地域のWell Beingも高めていく

ものと思います。
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演者： 塩崎 恭久 元厚生労働大臣、前衆議院議員

宇都宮 啓 慶應義塾大学医学部 客員教授

石川 賀代 HITO病院 理事長

また、令和６年に医療・介護・障害のトリプル改定

が行われます。その備え企画も外せません！

鼎談「女性リーダーが語る慢性期医療の未来」

演者： 橋本 康子 日本慢性期医療協会 会長

天野 純子 アマノリハビリテーション病院 理事長

室谷 ゆかり アルペンリハビリテーション病院 理事長

特別シンポジウム「良質なケアがなければ超高齢社会は乗り切れない！」

演者： 田中 滋 埼玉県立大学理事長

及川 ゆりこ 日本介護福祉士会 会長

小山 さおり 千里リハビリテーション病院 介護課課長

田中 志子 内田病院 理事長



皆様と

会場で直接お会いできることを

心より祈願しております
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